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研修会の参加者は 47 名（参加率 83.9％）で
あり、アンケートは 42 名から回収された（回
収率 89.4％）。
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井上菜穂美 他 :「看護学術誌における適正な教育的査読」研修会の報告
⑥看護学部紀要委員会に対する要望
この設問の記述内容は、「拘束時間が長く負
担が大きい」、「研修会の時間を１時間程度に収
めてほしい」等、研修会の開催時間および研修
時間に関しての要望であった。
看護学部紀要は従来、投稿論文の提出期限を
10 月末としており、投稿論文を執筆する上で
も本研修会の内容を活用できるよう 10 月まで
の開催を計画していた。しかし、臨地看護学実
習が 10 月から開始されることから、実習担当
教員も参加しやすいよう、講師・助教以上の専
任教員が全員出席する教授会に合わせ、研修会
の講師と日程を調整した。そのため、教授会開
始から研修会終了まで、休憩をはさみながらも
約５時間を要することになった。長時間に及ぶ
研修会への参加は、日々の教育・研究活動で多
忙な教員にとって、身体的、精神的負担が大き
かったと推測される。今後、委員会開催の研修
会を企画する際には、開催日および時間の設定、
休憩時間の活用について検討していきたい。
Ⅳ．おわりに
看護学部紀要および各学会誌の編集委員会か
ら依頼される査読において、教員が適切な査読
を行うことができるよう、教育的査読に関する
研修会を開催し、研修会の内容および参加者の
アンケート結果を報告した。アンケート結果か
らは、本研修会は査読者にとっても、論文投稿
者にとっても総じて有用であったことが明らか
となった。一方で、研修会の開催時間、研修時
間、研修への参加について課題を得ることがで
きた。今回の研修会で得られた知識を活用して、
投稿者の立場に立った教育的査読を行なうこと
でより良い論文を生み出していき、本学紀要の
さらなる発展に努めていきたい。
　
秋元先生より、学術誌の査読に関して「看護
研究」にご執筆されていることのご紹介があり
ました（秋元典子（2015）日本看護学教育学会
の査読の動向．看護研究，48（7），695-699）。
非常にご多忙な中、研修会の講師をご快諾下
さった秋元典子先生に改めて深く感謝申し上げ
ます。
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